
 

 

 

富士フイルム株式会社（社長：助野

「T-817MA」の臨床第Ⅱ相試験を欧州で開始しましたのでお知らせいたします。本試験は、軽度認知障害

よび軽度 AD を患った早期 AD 患者を対象としたものです。

 

AD は、記憶などの認知機能の異常を主症状とする疾患です。

過剰にリン酸化したタウタンパク質（リン酸化タ

プス※2 の減少、神経細胞死、脳の萎縮などの異常が

とが明らかになっています。なかでも、リン酸化タウの蓄積と認知機能の低下は

れていることから、AD の進行にはリン酸化タウの蓄積が重要な役割を果たしている

「T-817MA」は、富士フイルム富山化学株式会社が

果や神経突起伸展促進効果を有しています。

とした臨床第Ⅱ相試験では、脳脊髄液

が確認されています。 

 

富士フイルムは、これまでの臨床試験の結果を踏まえ、

ら 18 か月まで）を主要評価項目とした、

期介入が重要であることから、本試験では

オマーカー※3 が異常値を示す、軽度認知障害および軽

安全性を検討します。 

 

「T-817MA」は、AD 治療薬の新たなターゲットとして注目されている

βを貪食する機能を促進させる作用がある

ます。今後、富士フイルムは、臨床開発

ミロイドβ、ミクログリア細胞との関係

 

富士フイルムは、アンメットメディカルニーズが高い「がん」「中枢神経疾患」「感染症」領域で新薬開発を積

極的に推進し、革新的かつ高付加価値の医薬品を

 

※1 AD の前段階の状態で、物忘れのような記憶障害が出るものの症状がまだ軽い状態。

る。 

※2 神経細胞同士をつなぎ神経細胞間の情報伝達の中心を担う構造体。神経細胞が活性化すると、その神経細胞のシナプス前末端

から放出された神経伝達物質が別の神経細

※3 血液検査での臨床検査値、MRI での画像診断データなど、薬理学的な反応の指標として客観的に測定・評価される

※4 異物除去など脳内の恒常性維持を担うグリア細胞の一種。通常、脳内に集積したアミロイド

を促進するが、異常に活性化すると神経細胞死の原因となる炎症性サイトカインを放出するなど脳内の炎症を促進する。

 

 

アルツハイマー型認知症治療薬「

-軽度認知障害および軽度アルツハイマー型認知症を対象
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」は、富士フイルム富山化学株式会社が創製した、AD 治療薬の候補化合物で、神経細胞保護効
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【「T-817MA」について】 

「T-817MA」は、富士フイルム富山化学が創製した、AD の治療薬候補化合物です。既に「T-817MA」では、さま

ざまなストレスによる神経細胞死の防止、ミクログリア細胞の機能調節による炎症反応の抑制、神経細胞の新

たなネットワーク構築の促進など、多様な作用を示唆する研究成果が報告されています。これらの成果に基づ

き、富士フイルムグループは、「T-817MA」を、認知症治療薬の他、脳卒中後のリハビリテーション効果を促進

する新薬としても開発を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは下記にお願い致します 
 【報道関係】 コーポレートコミュニケーション部      TEL 03-6271-2000 
【 そ の 他 】 医薬品事業部 TEL 03-6271-2171 


